
 

 

 

 

 

無菌病棟の大掃除が重要なわけ 

東８階病棟はフロア全体がＨＥＰＡフィルターという空気中の粉塵を減らす特殊な空調で

防護環境（無菌病棟）を保っています。これは骨髄移植や化学療法後で免疫機能低下期に、

空気中の粉塵とともにアスペルギルス（一種のカビ）を吸入することによる重篤な感染症

を予防するための環境です。 

安全で安心な療養環境を管理し維持していくことは医療従事者の使命でもあります。 

そこで年末に行っている病棟大清掃の一部をご紹介させていただきます。 

大掃除の風景  
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病棟を半分に仕切り、床・壁・天井・排気口・トイレ・浴室と、日頃の掃除では難しい高いところや 

水周りなど、専門業者が隅々まで清掃を行います。 

最終的に粉塵数を測定し、空気清浄度が回復していることを確認したうえで入室許可となります。 

年末入院継続の患者様とそのご家族様には大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力を賜り深く感

謝しております。 

今年は 12月 25日～26日の予定です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 
 

 

 

  


